
発　電　設　備　の　概　要
１　主な内容
	発電場所・需要場所
	

	連系地点
	

	連系地点電圧
	６　kV

	連系希望時期
	　　年　　月　（系統初並列日）

	逆潮流の有無
	あり　　　　なし


２　設備の概要
	設備区分
	　既接続・新規接続

	主遮断器（遮断容量）
	　　　　　kVA（　　　　　kA）

	発　　　電　　　機　　※１
	種　類
	発電機・電池
	同期発電機・誘導発電機・太陽光発電設備・燃料電池
その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	原動機
	ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ・ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ・ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ
その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	
	定　格　容　量
	　　　　　kVA×　　台（三相一括対地静電容量　　　μＦ　※２）

	
	用　　　　　途
	常用・非常用・予備・休止中・その他（　　　　　　　　　　　）

	
	定　格　電　圧
	　　　　　kV

	
	定格出力（最大並列台数）
	　　　　　kW×　　　　　台　　（　　　　　　台）

	
	製造者
	

	
	型　　　　　式
	

	
	製造番号
	

	
	製造年月日
	

	
	定格力率（運転可能力率）
	　　　　　％（　　　％～　　　％）

	
	同期発電機・誘導発電機の場合
	電気定数　※３
（定格容量ﾍﾞｰｽ）
設計値・実測値
	同期発電機（不飽和値）
	誘導発電機

	
	
	
	過渡ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.
	拘束ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.

	
	
	
	初期過渡ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.
	励磁ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.

	
	
	
	同期ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.
	二次漏れﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.

	
	
	
	慣性定数　　　　　　　Sec
	二次抵抗　　　　　　　p.u.

	
	
	
	時定数　 Td'　　　Td"　　
	限流ﾘｱｸﾄﾙ容量　　　　 kVA

	
	
	
	（Sec）　Tdo'　　 Tdo"　
	

	
	
	制　動　巻　線
（同期発電機の場合）
	　あり　・　なし　・　ありと同様の機能あり
（構造等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	自動同期検定装置
（投入条件）
	電圧差
	％
	前進時間
	ｓ

	
	
	
	周波数差
	Ｈｚ
	
	

	
	
	系統並列箇所
	　　高圧側　・　低圧側

	
	逆変換装置を使用する場合
	種類・方式
	自励式（電圧形電流制御形・電圧形電圧制御形・電流形）
他励式

	
	
	定格容量
	　　　　　kVA×　　　　　台

	
	
	定格電圧
	　　　　　kV

	
	
	定格出力
	　　　　　kW×　　　　　台

	
	
	定格力率（運転可能力率）
	　　　　　％（　　　％～　　　％）

	
	
	絶縁変圧器
	有・無（直流回路非接地・高周波変圧器）

	
	
	自動同期検定装置
	有・無

	
	
	過電流制限値
	定格電流の　　　　％

	
	
	高調波（総合・各次）
	総合　　　％　　　　各次　　　％

	
	
	系統並列箇所
	　高圧側　・　低圧側

	
	解列箇所
	解列箇所①：

	
	
	遮断装置
	メーカー
	

	
	
	
	型式
	

	
	
	
	遮断器種類
	

	
	
	
	定格遮断時間
	

	
	
	解列箇所②：

	
	
	　遮断装置
	メーカー
	

	
	
	
	型式
	

	
	
	
	遮断器種類
	

	
	
	
	定格遮断時間
	

	単独運転検出機能
	　あり　・　なし　※４


　　※１　異なる仕様の発電機を連系する場合，「設備の概要（追加帳票）」を作成し、それぞれの仕様について記入してください。
　　※２　ケーブル引込の場合，記入してください。
　　※３　電気定数の各項目については，わかる範囲で記入してください。未定の項目については，標準的な数値を使用し検討を行います。
　　※４　「あり」の場合，詳細資料を提出してください。
３　負荷設備
	負荷設備
	電動機（高圧）
	　　　　　kW　　（三相一括対地静電容量　　　　　μＦ　※５）

	
	電動機（低圧）
	　　　　　kW

	
	電　　　　　灯
	　　　　　kW

	
	合　　　　　計
	　　　　　kW　（総合負荷力率　　　　　％　※６）

	
	進相用コンデンサ
（高　　圧）
	％ﾘｱｸﾄﾙ
kVA
	％ﾘｱｸﾄﾙ
kVA
	％ﾘｱｸﾄﾙ
kVA

	
	進相用コンデンサ
（低　　圧）
	％ﾘｱｸﾄﾙ
kVA
	％ﾘｱｸﾄﾙ
kVA
	％ﾘｱｸﾄﾙ
kVA

	
	進相用コンデンサ
合計
	kVA

	
	制　御　方　法
	　自動力率調整装置　・　ﾀｲﾏｰ制御　・　なし

	高調波発生負荷
	　あり　・　なし　※７

	電圧変動発生負荷
	　あり　・　なし　※８


　　※５　高圧電動機があり，かつケーブル引込の場合，記入してください。
　　※６　総合負荷力率は，調相設備を含まないでください。
　　※７　「あり」の場合で，6.6kV受電時50kVA超過のときは，別途「高調波流出電流計算書」を提出してください。
　　※８　「あり」の場合，発生機器の仕様書等の詳細資料を提出してください。
４　連絡体制
	主任技術者
	（部署）　　　　　　（氏名）
	（電　話）

	連　絡　者
	（部署）　　　　　　（氏名）
	（電　話）

	連絡先住所
	
	（ＦＡＸ）

	方　　式
	以下のうち，該当するものを選択してください。

	
	
	専用保安通信用電話設備

	
	
	第一種電気通信事業者の専用回線電話

	
	
	次の条件をすべて満たす場合の一般加入電話
イ　接続者側の交換機を介さず直接技術員との通話が可能な方式（交換機を介する代表番号方式ではなく，直接技術員所在箇所へつながる単番方式）であること
ロ　話中の場合に割込みが可能な方式（キャッチホン等）であること
ハ　災害時等において当社と連絡が取れない場合，当社と連絡が取れるまでの間，発電設備を系統から解列または発電設備の運転を停止するよう，保安規程に明記すること


５　サイバーセキュリティ対策
【留意事項】系統連系に際して、サイバーセキュリティ対策の実施、セキュリティ管理責任者の氏名及び緊急時連絡先を通知いただく必要があるため、その確認をさせていただきます。
	対策
	☐系統連系技術要件に基づいた以下のサイバーセキュリティ対策を実施します。
・発電事業の用に供する場合は、 電力制御システムセキュリティガイドラインに準拠すること。
・発電事業の用に供さない場合は、以下の対策を講じること。
１：外部ネットワークや他ネットワークを通じた発電設備の制御に係るシステムへの影響を最小化するための対策
２：発電設備の制御に係るシステムへのマルウェアの侵入防止対策

	
	セキュリティ管理責任者　　☐４　連絡体制【主任技術者】の記載と同じ
                     　 　☐４　連絡体制【連絡者】の記載と同じ
                          ☐その他　氏名　　　　　　　　　　　　


６　添付資料
	添付資料No.１
	　　＜認証品の場合＞
・保護継電器の仕様および整定値
　　＜非認証品の場合＞
保護リレーに関する資料一式
（種類・設置相数・整定値・結線・シーケンス・試験成績書等）

	添付資料No.２
	季節別負荷曲線・発電機出力曲線

	添付資料No.３
	発電場所　　付近状況図および使用区域図

	添付資料No.４
	発電場所　　機器配置平面図

	添付資料No.５
	発電場所　　単線結線図


　発電設備の種類や接続箇所等によっては、上記以外の資料の提出を求めることがあります。
以　　上
　設備の概要（追加帳票）
	設備区分
	　既接続・新規接続

	主遮断器（遮断容量）
	　　　　　kVA（　　　　　kA）

	発　　　電　　　機　　
	種　類
	発電機・電池
	同期発電機・誘導発電機・太陽光発電設備・燃料電池
その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	原動機
	ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ・ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ・ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ
その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	
	定　格　容　量
	　　　　　kVA×　　台（三相一括対地静電容量　　　μＦ　※１）

	
	用　　　　　途
	常用・非常用・予備・休止中・その他（　　　　　　　　　　　）

	
	定　格　電　圧
	　　　　　kV

	
	定格出力（最大並列台数）
	　　　　　kW×　　　　　台　　（　　　　　　台）

	
	製造者
	

	
	型　　　　　式
	

	
	製造番号
	

	
	製造年月日
	

	
	定格力率（運転可能力率）
	　　　　　％（　　　％～　　　％）

	
	同期発電機・誘導発電機の場合
	電気定数　※２
（定格容量ﾍﾞｰｽ）
設計値・実測値
	同期発電機（不飽和値）
	誘導発電機

	
	
	
	過渡ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.
	拘束ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.

	
	
	
	初期過渡ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.
	励磁ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.

	
	
	
	同期ﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.
	二次漏れﾘｱｸﾀﾝｽ　　　　　　p.u.

	
	
	
	慣性定数　　　　　　　Sec
	二次抵抗　　　　　　　p.u.

	
	
	
	時定数　 Td'　　　Td"　　
	限流ﾘｱｸﾄﾙ容量　　　　 kVA

	
	
	
	（Sec）　Tdo'　　 Tdo"　
	

	
	
	制　動　巻　線
（同期発電機の場合）
	　あり　・　なし　・　ありと同様の機能あり
（構造等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	自動同期検定装置
（投入条件）
	電圧差
	％
	前進時間
	ｓ

	
	
	
	周波数差
	Ｈｚ
	
	

	
	
	系統並列箇所
	　　高圧側　・　低圧側

	
	逆変換装置を使用する場合
	種類・方式
	自励式（電圧形電流制御形・電圧形電圧制御形・電流形）
他励式

	
	
	定格容量
	　　　　　kVA×　　　　　台

	
	
	定格電圧
	　　　　　kV

	
	
	定格出力
	　　　　　kW×　　　　　台

	
	
	定格力率（運転可能力率）
	　　　　　％（　　　％～　　　％）

	
	
	絶縁変圧器
	有・無（直流回路非接地・高周波変圧器）

	
	
	自動同期検定装置
	有・無

	
	
	過電流制限値
	定格電流の　　　　％

	
	
	高調波（総合・各次）
	総合　　　％　　　　各次　　　％

	
	
	系統並列箇所
	　高圧側　・　低圧側

	
	解列箇所
	解列箇所①：

	
	
	遮断装置
	メーカー
	

	
	
	
	型式
	

	
	
	
	遮断器種類
	

	
	
	
	定格遮断時間
	

	
	
	解列箇所②：

	
	
	　遮断装置
	メーカー
	

	
	
	
	型式
	

	
	
	
	遮断器種類
	

	
	
	
	定格遮断時間
	

	単独運転検出機能
	　あり　・　なし　※３


　※１　ケーブル引込の場合，記入してください。
　　※２　電気定数の各項目については，わかる範囲で記入してください。未定の項目については，標準的な数値を使用し検討を行います。
　　※３　「あり」の場合，詳細資料を提出してください。
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